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LAFCADIO HEARN lt交皐らも含めれすぺてのものが~食との閥係lこ於て許僚されねばならない。Lか引こ
台北帝大教授 工 藤 好 美 |ロマνテ4ヅグな情操(:(現賀に到する認識と
!これに作用ぜんとする意欲ら依いてゐる。そ
(“The Rising Generation" VoL LXXIL-N仏 9!.り) I して鑑賞的態度のうち l こ(:(常i 二劉象1二~I'す
ヲフカデけ.A.jl/:/(，1、泉八雲1が東京修 1:(主:!:Lて英文阜の解懇と鑑賞とであ勺1:.01る肯定が含まれてゐるカ・ら、鑑賞主義に於て
岡大患で英文事の講義やしれのは西暦 1鈎61i，皮(:(常時英文患研究の制加lこあつれ厚生同ロ"'<:/テイツグな情操It止揚されてゐず、
年〔明治ニ十九年〕から 19吋(明治三十六|間!こ置いて、小設ならばその伽制、詩民到にかい如苦情換が批列のH艮城山
年〉の問である。彼は胸中的l二一種の二重関川らl"tこれか美い、散文1二意課して、最後i二十意志のカた麻痔さぜてゐるoLてみれば、こ籍者であっ7減(:(ザ V としては西洋文化同びふかくこま判もな鑑賞l こ導いた。そして I~やうな情操や態皮1:( 高度l二現貧的債値の
の鮒のうちに佐んむしかし彼(VJ、泉八雲|文王手lこ於て鑑賞とい抗告ほとんど常l二さ|亨重きれればならなむ、現代lこあっては大き
として1多分に日本文化に謝して同情た持hである弔うに、彼の鑑賞の劉象(:(情緒であ7正意義弘持ち得ない、といふのが事ア Pスト
ち、常i二聴講者の特殊な性情と能カとた念頭|ο1:0r私が交皐に称、てあなれ方に誇ると|の言ひぶんである。
lこ置いて、これに適合するやうに講義も進め|告、私口座具申科事や哲翠た意味するのでは | かく LてへルV の講義It鐙貨であって批
1:。彼1:(外図鳩の研究が皐lこ知識のナ:めの 1h~、。私的、ふの 1:( 感情と情緒的生活との表問ゃ歴奥ではなむ、といふこと l二ねのであ
知識の遁及に終って1:(ならfよい二凶知つ同であると二ろの女萎の大fよる医分であるjIらう。何故なら批評た単lこロゴス的・論理的
てゐ九人(:(結局自閲の文卒た如何にすべきい彼(:(言九二の場合仰ぎ考へてゐzの1:(主間断と併していそれIt秩序と組織のない情
かといふ立場から外閣の文皐た皐lてねばな!として詩であらう。彼(:(鱒か二動こすり、|誌的経験以上の或るものである。しかるに批
らない、とし、ふのがザνの主張であつれ。|詩ら情緒的とい劇及び劇的小説ら創造的と間二(:(貸践的な一面がある。批評(:(一つのタj
刷工二のやうな考へから、英蝉の紹介たすいれ。その意味(:(詩が情操の夜露である山lこ|断であるが、剣勝(:(鶴砧み、議採(:(決心
Z のにも、その形式￡り 1:(内容にカら入れ|霊~.して、劇及ぴ劇的小設が性格弔問市の摘出い二よってなされ、決心(:(既1:意志の問題であ
1:。西洋のそれと l工会偽つ十文感的約束の|であるといよ、のであらう。しかし一方、詩iIる 。それは情操に身た佳包る鑑賞的態度と (:
うちに住む日本人にとって、故皐から恥:1 fJkiことって最高の文摩であつれ。詩の形式(:(1.殿密lこ剛されればなら 11.い。そしてか〈の
い(:(その表現の形式で1:(1.ょく、M 同感し|詩人l二語の鴎や配列の黙で帆l二於げるリ日〈怖され7こ批評ー皐なる情録的経験
。すい人間的内容ーーその情緒。想像であいりも透かlこ多くの宅あらか挑(:(ぜる。詩的形!と 1:(呉つれロ rス的抑j断E食践的態皮との
るとヘド1:(考へ7このである。彼1:(時lこ1:(外|式の慨 1:(厳格な訓練の倒|主である。その訊l同会としての批評一時lこ懸肋前提左
側交壊の紹介者としての資持た滋えて、直接|練の火山二言語(:(詩に於てそのカ左美の最い、或はそれみづから庭克1こすよる。何故なら
日本文学l二割する忠告者iこなっ1:01.皮(:(，例川警告部分た滋揮し、詩はそれたり形式としげu断(:(関係の考察であり、関係(:(一つの会鴨
へ("t，日本交感にもロマ〆テ{.， ~運動が蛍| 同漁怨する。批評と 1:(個物の全般に謝する陶
然起るべきである二凶設さ、まれ一方日本IThe Complete Lafcadio H即 nLectures I係た考察し、全鐙l二於げる個物の位置た定め
文阜の新しい飛躍の7こめl二(:(、日常生活の員l A J |ることである。そしてその金融批評ぽ践
的日湾問訟妥協ミ問|輔謡議題缶詰幽鰐|堅持1会話通訳緊張科講l"t、我々 1:( ーの二れらの言葉時言的債|輔密覇翻輔櫨圃E 開ン I~場としての会刷工首尾一貫してさへ庶れ
f快持7こなむ、までも、少くとも客淑的事賞lこ|盟翻輔髄鑓覇櫨週園圃園館3会内如何なる抽象的なものであってもい、で
£って耕げられてゐることや認めざるた|錨富盛璽盤頼醸週圃圃冨 ι ィれわらう。LかL批評帥l断It一つの貨践的!TtJ
仇、。ロ V ティ山lこ就いて言へlM|盟園圃翻園田山同であるo貸践的剣断が成立し得るのは具慢
の一つの中心た成L1こ雑誌「交感界Jが滋行|霊園盟国瞳醤醸田園圃EMEH同的全蜂酌lにこ功於，て仁ωのみであリ、Jカか.山、リ品具桟的金強
さ凶れT穴;のiは工切治二十六年制bか.ら三十一年削lιこか什|盟盟躍塑瞳掴塵週圃圃瞳 f伐号トれ(い川工歴典た措跡bい、て!ほ王かlにこな1，nい、。A批詩と隠虎と iは工
;収:ロ山:ぷ治完涼以3衣ぬ:冷包協嚇語楳麟装瀦総詩静斡舎斜J議協齢;品iJ説古諒在
こ羽の漣動跡lι二〉一燦の完成ら拠へ7穴;のlはz三十九|覇冨聾菌醒誼E掴・圃直義居何同評た依し巾へW の「英文摩克Jのごとを
年であつれo口語強制言文一致の文章い|覇軍顕聾盟国田盟圃圃置で社|も厳密な意味iこ於げる歴凱(:(言1:(れすよい
って警かれろ寝食蝉lこ就い-C1:(初めロマ|輔瞳鐘酪盟購趨圃園田あ世割lOJであらう。それ1:(むしろ年イミ刷工配列されイヅグ 1 .捌詩人であった藤泌さ伊~I 鶏鳴輯盤轟轟盤彊園田F る昇分ド二億記や蹄今集積であり、その慨(:(個々
十九年iこは「破戒J1e出し、和、で「恭J:四干1吋明珊轄組関 .儲卜の作家。作品l唱する酬のこまやかさ i二
一年)r家Jl四十三年〉等た著しれ。凶木回州 一司岨."...- 申る卜わる。
歩、二葉亭問主主、田山花袋、徳岡秋雄、正宗白 I_" dl-I..... . •• ， Ir.:l...... ~ ".. "L .. 1 ~ .'IP. _. ，. .:Joe. _ I かえ廃奥に1:(貿践的な爾があり、真淑elt
烏等もこれと前後して自然主義小設や議表jて散文LりL優れてゐる、とへか;:/1:(考へ1切り隣されれ過去l二劉するわれこれの感想
することに よっし同じ運動ら金図的なもの:I 1:。そして彼が指摘してゐる伊うに、イギ?1:で(:(・よい生活のありかれとして1:-.:一つlこ
lこL1:0これらの歴奥的事貨や考へるなら |スl二於て1:(劇すらも屡骨頭文で書かれると 1決定されろと ころの現覚的態度であるがゆ
1."、へJvlZ皐lこ外岡文療の紹介者としてのイいふ事情もあって、彼(:(他の多くの英文皐引ゑl二、人の歴真的思想はその人がiEL接閲兵し
みなけ、日本蝉のけ同情者の一人としlカ守する判 l工品二日て掛金酌代表't!I ~~ゐるところの時代ーその人lことつ℃の
て記憶さるべき理由た持つ。さらi二彼が日本ヰしめれ。 1:現伐ーーた彼が如何に考へるかといふと主
た主題l二した多〈の印象認。スケッチゃ物け そこで、一般的な特徴に従って言へl"t、へ1のうちに最も特徴的lこ現れる。へル〆の場合
語た書く ことl二£って、それまであまり知叶ル〆の文卒的態度(:(情操的・鑑賞的である主 11こ於ても、彼が自ら往んでゐ7こ十九世紀末か
れてゐなかつれ日本か外岡lこ紹介し、この関川いふことができ Lう。このやうな態度1:(替ヴら二十世紀初めの時代ら彼が如何に考へ1:
lこ到する多〈の悶術者た外人の問l二つくっサ遜文与に於げるロマνテイツグな傾向と一致引かといふことや知るならl"t、我セ 1:(彼の盤£
れ功緩については言ふまでも ない。 Iする。何故ならロマ νテ{Vストの生活原理視のうち最も重要な部分た理解するであら
でそ読宅宣言誤認2AL録法糾惇存立23J加資指針icfNi引Mム三ヲ;むiZみE11泊二222
7こめl二如何l二骨・身た惜します努力しれかけ志でもなく、£り内而的な、しかL反省に叫ができろのであらう。何故なら彼1:ロ τνテ
いふこと 1:(、彼自身のつはしい筆で彼の謎|で1:(準んでゐなし、、心の1:1:ら減 1:(扶懇でIiVス1、で(1:;ry .d Ljれども、それは十九世紀
義のなかに書き残されてゐるe或ろ時彼1:什あり、彼等1:(情操的経験らそれにげで狗立叶初めの詩人文卒者れちと同じ意味lこ於て Vギ事スの俗務l二裁する小さな講義たする 7パぜ、i焔足してそのなかi二位むからである。貸付はない。彼はあくまでもグイグト~-y靭の人
め，:、六伽‘七伽・の持情詩集色、ニ般の副際へW にとって1:(ロマ νティッパ感情叶問であり、グィグト事ア羽化されれロ守、
詩集と、ほかに数加の関係書た讃んた。そ叶異質な詩の本質と(:(同義語であり..ll"'<;:/テ|ィジストである。美1:、彼lこ従へぽ、他のすべ
て彼が達した結論l工、作。スl二1俗言訳書 1:γメムとグラ γジズムとた論じれ或る議|てのものから濁立L1:一つの質或(1:現象で
かれれもの以外lこ優れ1:俗謡はないとい』、義のなかでは、彼(:(率直i二ロマ νテげメ什あり、詩人がその美た最も純粋に表現ぜんと
ことであつれよ v一。彼(:(キプ 9げの，J、 lこ謝する同情た表明してゐ.00 .• ._~ 1して努力する判 i二、批評家のつとめもま穴
説のうちに「海の人骨 Jb、ょ、立汲な歌の断| しかるにこのやうなロ"<ty テfツグな傾向什詩的美た他のすべての顧慮から自肉l二認識章が引用されてゐるのた見いたしれ。彼li~1 情操的・鑑賞的な交率的態度1 1: 、現代|ニ於仁|すること l二あれそして一般にロマ
うかしてその詩の典嫁洲り1:いと思ってI!、さまざまな方向から、さまざまな現由で|μ11:規的自肉の獲得のれめの運動と解
百方手らつくして探しれoしかし無駄であっ|反封されてゐる。そこに1:先づ古典主義か叶されるが、ず、fグトリア朝以前に於.cI~ 、 y
1:。彼1:キプ 9げ自身iこ問びあ1:(ぜ1:。剖の反封がある。人が情操的経験l二耽溺してゐ|アカバ刊常事代後の詩人大ちが戦
にこの小設約‘ら返事が来7・そしてそれl汁.0;b' -d' ，)、彼1:異質と秩序のLり高き様相lリひ取つれやうな自由や自己lこ許すことがで
4れ(:(f海の人骨」といよ、断基1:キプ事 ν;'1i築主ることができれスヒノすザが設いれ汁告なかっ1:0v"'-1)イた除いて最初の開害者
の創作であっ7:。 |とき「糾lこ鈍する知的愛J1二達するこげでIf:ち1:.11.1球?ご酌惇統l二£って著しく束
それではへか〆がこの判lこ苦心して準|き加、、と新古典主義者1:言ふ。他の氏翁i叶縛されてゐ1:。パイロ νすらも困苦しい古典
備しれ講義1:如何なる Lのであつれか。それ1;ァPメムの側から提起される。現伐lこ於て l的傾向た持ってゐ1:。そしてパイロパ二して
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もVェ1)--fにしてい 草命事誌と Lての資絡l二|苛酷に依ろのであらう。」 もしもさうであろ| 著者に最適任ぞ得允
於て、すぐiこ1:(健全な滋イ七九ァ鷲すこ主がで|とするなら1:、へルν1:(彼の交正装1民主文皐的 t _ _ _._ ・
きなかっ1:。否、彼等1:( そ L そも如何なる愛|態度とか少しく務更する必要があるので~~! r小泉八雲の横顔』
化が漢に望ましいのであるかとし、ふことた lなからうか。何飲ならヘルνが文勝lこ於て文| 日 v 、
明様lこ1:1:認識してゐなかっ7こ。かCてロ Yン|持するロマンテ {Vメム1:(個性の是認とそ| 東京女子高師数授中 野好夫
ティ Vズ4が漢に完成l1:の1:1:グィグト 1)71の自由なる溌逮の概念のうへに立つもので| 信山高等亭校教授であり、八雲に劉すろ私
羽に於て Vある。この時代になって初期ロマ|あろ。絞ってそれは十九世紀末の枇合ルあん|淑久し告ものがありしかもそのうへに現在
〆ティジズム lこ於げろすべての約束 10主現|なにも矛盾し分裂さぜ、その結果個性の自 ~iIへ/'1/:/文庫管理の仕事にあれって居られろ
され、競りゆがめるもの1:1:矯正され、さまよ|なる机動的・へって不可能に L1:原因たそ|高悶カ氏によって、奥床しい「小泉八雲の検
へるものは本来あろぺ告とこ λに連れもど|れ自身のうちに包蔵すると考へられるoLち|額J一部が著されナ:こと 1:(、著者の適任この
され、民と奨と 1:1:抜大されれ。キイ 91:1:テユ|ろん個性主義と個人主義と l工具るのであら|上なきた忠ふ主同時lこ深〈感謝に椛へないー
スンlこ於て完成されJ アグYス1:1:一部分テ|ぅ。しかし十九↑/1:紀の初めから十九世紀の終 !摩者として、まれ名ス鼻イ Pス1、としてのえ
ユス://こより大部分アアノルド l二工 0 て代|りにかけての廃奥の推移1:(、同じーっの枇合|雲lこ就いては今夏らいふまでもなからう。L
表され、ヨウル qヂ1:(ロセティの うち に返り |の成長の遜様である。しから1:個性主義らも iかしわれわれに更/:1f/こLり深い奥味為感
映告し、 V，_l)イ主パイロ:/1:.1:(その形式に!って始まつれ世紀が個人主義ら もって絡ら iぜしめるもの1:(、八雲その人である。高岡氏
到するすべての依陥た除去されてスウ ィν|ればならなカ・つれと いふことのなかl二、個性 |のこの「横顔」が最い川題目として取扱つ
パアνのうちlこ再び現れてゐる。これらのグ|主義主個性主義的ロマ〆ティVメムの弱新|てゐるトヒ YグLま1:八雲の人間としての
イグトすザアνズIh、づれもロマνテイツグ|が含まれてゐるので/:1:ないか。そして交接的 |一面にあるゃうである。
詩歌の玉であるが、それらの玉れちの上に立 |態皮と しての鋭賞1:1:個人主義的混飢た救ふ | 「敬仰と しての八雲J「書簡より綴れる八
つ帝王と もし、ふぺ吾川テニスνである。テニ|もので/:(わり得ない。鑑賞もまナ二一つの列断|雲」等の比較的長いものから「へ W と虫」
ス:/I:(fロマジデイツグ運吻の至高の完成J1J並 |であらうが、それは趣味の剣断であり、趣味Irへ)1/:/と狐jの如苦極めて小品約な Lのに
きちZfdi.5ゑfETA-品目3253l| 北星堂版「へルン本J各締 il至ろまてd 者の意闘1:(いろんな角度から人
制する。そして第二期の波動1:1:ロセテ内11西班牙大統領ヘ捧曇 11開会計官以fJtfぷ主ぬ芯三百
スウ fνパアν。毛甲スに£って代表され1 ~ ~~~:J_ ，~':. ~山 11むしろ記録的な題田弘通してきへあく まで
る。この策ごJ切の波動に於てロマンテ fγメ1 北星堂は甘己申抑制、毘際女化問的経"C 11人f問司八雲|日こ迫らうと Lてゐる。鐙者の卒ほ
ム叫i代1誕悶趣味と中世主義とた吋P加目へられて ~I川i 昨款蹴完成申議献義圭集餓餓其其v他伽在賂呈Lまし~.~ --~ 11感想伽;b'ら言へ!ぱr、上lにこ逃べ7れこ「数抑由仰H悦主しての
Z諸淵淵認調鰍思骨l:j品福以妥ぷ2碍主山Z2μ工Cl吟:叫;お以L誌;:τ混判刈z込叫叫主副斗|リ|Eぬ加是じ二k口山Eロ主す汁山川1引れ1tれ:じi?、3S認出3路3531|法的川畑二る八雲」間興味深
- 1山 Iれれ 3そして現代/r?現代ー十|ITEM若宮tE 口同ペペ1 側筆者ぬかにかてゐzこEである
獄竺端部協宅22mill初日誌諮問i!?32|さ滞;??詑劉尻市絞殺
スの諸雑誌1:1:群小詩人のとるに足らぬ作間1はι早れでまら 愛吉ザしド サ 1の八雲Jのー鮎積んで故わろかれ思つt:
{説諮問?諒liR32ji開設|協議諮問部i
z添付以?がらちもなけへづって1i日Z彦君主i長官;腕 ti11r~鰭芯波??議訂以?法Zi
d凶皇制作僻説明;時間個人的問lこ日制されMdi官iL官以雲J1:(本舎の最山
母上の後見と匙化論と 1:(忍想界l二大きな後1~~如何 1 こして L 秩序と統ーとた務す放栄町 !な部分ら占める L のであり、八雲の親友、ま
動叫し、人め低念(1典主i二信て見さ・bl王ど|な手段に1なり得1.(ぃ。質際ロ V ティジズ |7:4き助カ者であつれ故雨森倍成氏が八雲
の強い街動か!Ji!へられ7こ。そ Lてその彰響力守|ム と鑑賞或/:1:鑑賞主義l:r五ぴl二平行する文 |物放の常時英文で物lt:追憶交の初日課であ
鋭部!??民総椛忍il;関手誌は苦手(判長峰説法語譜鵠環器i
i抑制iR51郡部長期抽出12盟主
将すおおおl認可決単品切112日清品部窃fY協工iお~I 吹誌を彩写ZTf うる深い親愛時へ
〆サアの静子であると総してゐる01，皮1交感|日のすよl王伽り1:Il本人制可にして、へ Jレν|H13一九三四年代、すでに八雲の三十周忌で
の現象と盛丸たも進化論の立場から設H札 |の最初の問題l:r，imf可lこ疎遠な感じなくして|あつれいよ 早いLのである。1.;b'l著者
ようとするo常時新鮮でお設な成長の段階i二|彼等ら英文阜の味併に導〈かといふこ ξで|の「あとが号、;lこ£る正、三十周忌の昨"1'の
2品位管財ふロzrizil結成除去偽物12T??|関iW思!以:対ftJ1rq灼
のやうな哲学古、例へ/1:.肉位性た欽いt:交|にもへル νの目的 t:r、英文事会慌の輸際宇野~ 1、とである。奇践といふのか、八雲L、今も、
鯨i1説話器1出f|宗務浮ぷ起立詰出lfi;計三iaii認知ijきz同日経机鵠誌名手足語版画も忠弘司千三宮司?説話於|設者時つ二刷局ってやまないo(献より)
質的事!t;{:t:!(こ於て決定論であり、紛糾的・倫理|直ちiこ英文皐の中心/:詮み、そこで最も純枠
的方Wi/二於一仁祁到論である。肉燃はそのうち!な情操の/:rt:ら告lこ閥れ1:であらうこと在lこ於℃なlま自然と同じく単l二年平般的lこのみl想像することがで告る。外凶1文壊に到して二
把接され し主骨量的1:把摂され Cゐない。そ |のことら偽L、Lかもそれら白墨の粉の散る
しt主骨量的なものが取りあげられないか a.t数室1-於になL:得ナことむ、ふこと l:t、それ7ごげ
り、歴点l二於げ早能動的・貨践的な LO、/:(flJ t でも小さいことで t :t1.よい ，~m/:t繰返すとい
らかじされず、質践的なものが明らかlこされ|ふ。そして大きな時代の廃品工が個人の履~の
1H 、かゲリ、創造と言/1れろ文皐の現象(:(充 |うちにもくりかへす Lのであるとすれ1:、へ
分設lifJがで告ないであらう。 tIレνの講義のごときは英文学l二割する最も
Lかしへiレユノ自ら現代交峨不振の原 悶や|親切な入門書のーっとして、いつの時代1二わ
へJI吾妻 ・全ン膏 誌限定版6国
残部甚7ご僅少、希望者1:(
至念御求め下さい。
富山高富高田カ先生著
小泉八雲の横顔
科浮思想の侵入lこのみ息苦lt.うとはしない|って L主主震される{到底た持つのであらう o 11 
ffよがし、t:(.恐れるのは」と彼/:t言エほ図ぷ|最後iこ私はこれらの講義~;b' Z L見事に整 1 異六ま定債ー回亙十銭義八銭
そんなi二単純でないといふことである。おそ|総し、かくも立irA1!印刷!と装釘とたもって世1相知られざるルシ申字面在宿主、B山仁著者四研
らくそれ1:(t.り多〈最上合i二郎jb個人主義|に送りt:l1:編階と出)踏と i二、誤者のー 1鋪文と鰍ぷ騨等より成る貴重申瑚I
の成長と、絡えず宿六しつ hあるil合7'!:k態の|人として感謝するもの℃ある 9 1I 
“The Lure of Japan" ， ~ore adorab1e ~?d， majes~i~. L~a~~ _!~~: 'Lap~nese history down to the sixteenth I hegazes upon it he seems to know it I Century. 
Oriental Affairs， Dec.， 1934 I better. The face of Fuji， so simple in the I No review of the book would be com. 
This is a v01ume which shou1d be in I gracefu1 sweep of ~ its cone， yet_tas !ll p1ete that did ~ not pay a tribut~ to~ ~h~e 
the hands of every visitor to Japan九， a叩n凶刈d| W 0 口de 巾 1v刊ar紅I i比t100ks serene and peacefu1 a1ways， there I there are some forty in the volume. There 
shou1d be kept as a permanent memeI州 aretimes when one 間~;ï~;Jd~të~t-~ ， i~'~-u~~ful~;;;;p~~f' j;p~; ';t-th巴 endof 
'2.，f his ~?r ~ ~er visit. It is not a Guide I st~rn ， e~en ~a[)aci 1.lg aspect of it， 100m. I the book. 
Boo~; th.at is t~ say it m.akes ?~ prete~~e I ing 1arge and si1houettecI against the scar. 
t~ give the reader comp1ete _i~formatión 11et sunset. At other times it is complete1y 
abo_ut ever~ tow~， temp1e and beautyspot I hidden behind haze or c1ouds， or -deigns 
in Japan.It is，however，a valuable sup-ltoshow only a very litle of Its summit. 
ple~e~t to a?y Gu!de B?~k，. c.~mtain!ng I It is a picture so easy to draw， and yet 
~uch inte~estin~ an_d usefu1 infor~ation I sodiffieu1t to make" a masterpiece 'of. 
that. wo_u1~ no~ te. fo~nd . in~n o~din.ary I Eternally uncha昭 eab1e，as it appears， it
work of白atkind.In the inrodudiorh|has ibsurprises，terrible surprises，too， 
written by Mr. A. F. Thomas， itis stated I asits old climbers c:ould. attest." 
that the Author is concerned neither to|In other chap回 s'the Author deals with 
hide the blemishes nor to boost the vi巾 es'“OtherAttractions円 combattingthe view 
of Japan.He ahmpts toreveal Japan as|伽 tthe traveller is in即 iousdanger from 
~_c，ou~t~~ 'II'~orth，y_of， a y_isit _~s m.1!ch for' ~-~~th-q~ak;~，-'d~s~~ibi~g-'-th~ -f~~d~ '-';rld 
出 humanappeal as for its natu凶 b，ea;，_ty.'f;~ti~;ïs-'~Thi;-~~~;;tcy， th~- bぽ routes
Mr.Thomas who revised thebookbefore |by which to reach it，the most suitable 
publication s凶 esthat he deliberately時 |clothing，andthe drama，and cemIonials 
frained from any changes of the text|pecuHar to Japan and her people.A list 
calculated to destroy the Autho内 ~elight-I ~i “Don'ts" advises the reader against 
ful fre~hn~ss of ~ty1e:. }Ie fo~~d it I?o:~ I ;~lia~~"o~ out~i-d;te--b~ok~~-~~d~gi~~~ 
nece瑚~~_ ~?_ ~~a_d\~~ .i_t th~~u$_h to r.~stra!rì ， ~;~ti~~~ _ ~g;i;~t- c~~t;i~ ωlecisms. An 
Mr. Akimoto's c巾 CISTnof Japan than tol appendIX∞ntains a brief summary of 
temper his praise of her. ln his desire I 
to be strict1y impartial the author was at 
times' actually unfair to his country and 
its people. Mr. Thomas recommends the 
reading of this book to those who would 
know Japan， not as they imagine her to 
be， or would wish her to be， but as she 
real1y is. For fairy ta1es the reader is 
advised to look e1sewhere. 
A brief discourse on the be3t time to 
visit the country is followed by a Chapter 
on the“Four Seasons' Attraction，" touch. 
ing upon sueh subjects as the blossoms of 
spring， the cal of sea and mountain in 
the summer， Autumn tints and moon. 
viewing， and New Year ceremonies. Then 
comes a description of Japan's great 
Citilos， Tokyo， Osaka， Kyoto， Nara， Nago. 
ya， Kobe and Y okohama being described 
in considerable detail. Next fol1ows a 
10ng chapter 0白“TheNational Parks" 
where the author is perhaps at his best 
in the use of his descriptive gifts. A 
typical passage dealing with Fuji may be 
quoted as an examp1e: 
“The average Japanese may not realize 
it but Mount Fuji is inalienably linked with 
the ~ national character. A psychologica1 
analysis of the Japanese character ~wi11 
reveal that a good part of it is influenced 
direct1y or indirectly by Mount Fuji. We 
knew Mount Fuji before v;e saw it. It is 
one of the first words that every Japanese 
baby hears from his mother's lips， and 
the first picture of anything he sees， and 
indeed the first picture he ctraws as soon 
as he is given pen and pap巴rwith which 
to draw anything. Fuji is synonymous 
with mountains， or what is high， nob1e 
and beautifu1. No Japanese home， how. 
ever _poor lInd wretched， but has a picture 
of Mount Fuji in some form or _ other. 
Numerous traditions and numerous al1u-
sions in prose and poetry wil1 rush to 
one's memory at th巴baremention of the 
~harmed word. As the chi1d grows 01der， 
he conceives the wish to see the mountain 
-a wish that is realized sooner or later. 
Then he finds the reali~ty， so familiar and 
so true to the picture he has known al 
hi5 life， yet 50 -unlike the picture -much 
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Works of Lafeadio Hearn 
'The ComtJ!ete Lafcadio Hearn Lectures 
THE Volumes, edited by Professor R. Tanabe, Professor T. 
Ochiai, and Professor I. Nishizaki, contain all the lectures 
delivered by Hearn at the Tokyo Imperial University dur-
ing the period extending from 1896 to 1903, including 
many hitherto-unpublished, and form the most impor-
tant contribution to literary criticism by Lafcadio Ream. 
A HISTORY OF ENGLISH LITERATURE (~~YJrl'H) 
xLviii+974pp. Price 6.50 Postage .33 (each vol.) 
Handsomely bound in cloth 
ON ART, LITERATURE AND PHILOSOPHY 
xv+533pp. 9!x6Y' Price 5.00 Postage .33 
ON POETS x+84lpp. Price 6.so 
ON POETRY x+750pp. Price 6.5o 
VOL. VIII, NO. 1 
T H E I D Y L : My Person<>.! Reminiscences of 
LafcadioHearn - by Leona Q. Barel.10x7" Price 5.00 
Limited de luxe edition! not many copies left 
Maupassant's 'Adventures of Walter Schnaffs 
and Other Stories' Price 2.00 Postage .10 
Translated by Lafcadio Hearn 
With an Introduction by A. Mordell 
Hearn's translations of Guy de Maupassant are master-
pieces in their own right. 
Stories from Pierre Loti. Price 2.00 Postage .10 
Translated by Lafcadio Hearn 
With an Introduction by A. Mordell 
Containing several stories, among others, that have never 
been published in book form before, it constitutes proba-
bly the most important translations Hearn ever made. It 
should be a delight to both lovers of Hearn and Lot' 
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Hearn~ Lafcadio- all books by or on. 
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Argentine- South America-all books, pictures, etc. 
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American and English books and magazines, for our 
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